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サイドイベント開催報告 

「アジア太平洋地域における二国間クレジット制度（JCM）」 
 

 
（一社）海外環境協力センター（OECC）は、9 月 5 日～7 日に韓国・済州島で開催されたアジア太平

洋カーボンフォーラム（APCF）のサイドイベントとして、「アジア太平洋地域における二国間クレジッ

ト制度（JCM）（The Joint Crediting Mechanism:JCM in the Asia-Pacific Region）」を開催しました。当

日は約 40 名の各国の政府関係者や専門家が参加しました。 
 
以下、敬称略 
 

 日時：2016 年 9 月 6 日（火）17:45-19:00 

 主催：（一社）海外環境協力センター（OECC） 

 会場：国際会議場 201 号室（韓国・済州島） 

 プレゼンター：小柳 百合子（OECC）、Ayato Kurokawa（アジア開発銀行）、渡邊 潤（OECC） 

 パネリスト：Undarmaa Khurelbaatar（モンゴル環境グリーン開発観光省）、Gregorio 

Decherong（パラオ公共インフラ産業・貿易省）、鳥居 直樹（日本国環境省）、小圷 一

久（公益財団法人地球環境戦略研究機関：IGES） 

 

概要 

 

 JCM は国際的な市場メカニズムのひとつとして活発に運用されており、日本とパートナ

ー国（16 か国）とが協力して構築、実施してきた。歴史的な合意「パリ協定」が採択さ

れ、JCM などの国際協力は同協定の第 6 条に位置付けられている。本サイドイベントで

は、JCM パートナー国であるモンゴル、パラオからパネリストを迎え、JCM 実施に係る

進捗や期待について議論するとともに、OECC 及びアジア開発銀行からベトナム、モン

ゴル、モルディブ、タイにおける JCM プロジェクト開発事例を紹介し、アジア太平洋地

域におけるプロジェクトの進捗を共有した。 

 

議事要旨 

 

 冒頭に OECC より、①アジア太平洋地域における JCM の進捗として、プロジェクト登

録やクレジット発行などの最新状況に係る情報提供、②OECC がベトナム及びモンゴ

ルでプロジェクト形成した経験の共有、が行われた。 

 続いてアジア開発銀行から JCM 基金（JFJCM）が紹介され、モルディブとモンゴルに

おけるプロジェクトに言及された。 

 政策レベルの計画策定と、上位計画の実施手段としてのプロジェクト形成の連携を紹

介するために、OECC はタイ・バンコクにおける都市間連携を活用した JCM プロジェ

クト開発の経験を共有した。また、バンコク都気候変動マスタープラン（2013～2023）
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の策定支援についても言及された。 

 最後にパネルディスカッションでは、モンゴル、パラオの 2 カ国及び環境省、IGES を

迎え、JCM の取組に関する以下の 4 つの質問について各国から意見が述べられた。 

 

Q1. JCM を実施することにより何を学んだか。 

 モンゴル：JCM を実施したことで、JCM が求めている国際規格（ISO）に則った第三

者検証機関がモンゴル国内で育成された。 

 パラオ：プロジェクト形成に着手する前に、パートナー国は JCM スキームをよく理解

する必要がある。 

 

Q2. JCM を開始することにより得られる便益は何か。 

 モンゴル：資金面での便益として、環境省が実施する事業により初期投資費用の最大

半額まで日本政府から補助を受けることができる。モンゴルでは 10 月までに同国で初

の JCM クレジットが発行される予定である。 

 パラオ：国内の再生可能エネルギー目標を達成するために JCM は良い実施手段となる。 

 

Q3. JCM プロジェクト形成を促進するために何が必要か。 

 モンゴル：方法論開発のためには、測定・報告・検証（MRV）手法を我々が学べるよ

う、能力構築が重要である。 

 IGES：パートナー国における能力構築や方法論策定支援を通じて、IGES としても JCM

の実施を支援してまいりたい。 

 パラオ：パラオにおける持続可能な開発を一層促進するため、JCM で固形廃棄物セク

ターを対象にしたプロジェクトを形成したい。 

 

Q4. パリ協定第 6 条に関連して、2020 年以降に向け、JCM 等の取組に何を期待するか。 

 モンゴル：モンゴルは数日前にパリ協定を批准したところである。約束草案（INDC）

では 40％の排出削減目標を掲げており、国際的なクレジット・メカニズムを使用して

達成する予定である。 

 環境省：パリ協定の下では GHG 排出削減のための様々な協力の形が可能となった。こ

の中で、JCM は GHG 排出削減のニーズやプロジェクト候補を発掘し具体的な活動を

促進する一助となるだろう。 

（報告者：OECC 小柳 百合子） 

――――――――――――――― 

サイドイベント開催報告については以下をご覧ください。 

日本語版 http://www.mmechanisms.org/info/event/details_APCF2016booth.html 

英語版 http://www.mmechanisms.org/e/info/event/details_APCF2016booth.html  


